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私
た
ち
の
誇
り
、
歴
史
あ
る
霊

台
橋
。

そ
こ
に
念
願
の
歩
道
橋
が
こ
の

３
月
に
完
成
し
、
美
里
町
の
豊

か
な
将
来
の
た
め
の
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま
し
た
。
植
栽
さ
れ

た
ば
か
り
の
桜
の
若
木
に
早
く

も
花
が
咲
き
、
霊
台
橋
は
訪
れ

る
多
く
の
人
を
待
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。令和5年度当初予算を可決!　…………P2

一般質問5名が登壇！ …………………P5～9

委員会活動報告…………………………P10 

特集 嘱託会との意見交換会開催!! …P11

小さくても　キラリと光る　私たちのまち

未来につなぐ歩道橋
完成 !ついに
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2きらり 第17号
美里町議会だより

令和５年第１回定例会

事　　業　　名 金　　　額 内　　　　　　　容

文書管理及び庶務事務電子決裁システ
ム導入委託料 1527万円 文書管理及び庶務事務関係のシステムを導入する

ホームページ作成業務委託料 800万円 町のホームページを更新する

公金ステーション購入費 1365万円 両庁舎に、会計課を通さずに自動で払い込み出来る機械
を設置する

セミセルフレジ購入費 993万円 両庁舎と東部出張所の3ヶ所に設置し、職員が対面で処
理する機器の導入

両庁舎電気自動車用充電設備設置工事 166万円 役場の電気自動車用の充電設備

有安地区旧工場跡地調査業務委託料 2017万円 跡地の活用に備えて、地質調査を行う

コンビニ交付システム導入改修委託料 863万円 コンビニで書類の交付申請ができる

出産・子育て応援給付金 375万円 国の給付に町独自で、それぞれ2万5千円ずつ上乗せ給
付をする

給食費補助金 1213万円 小・中学校給食費の半額補助をする

スクールバス購入費 983万円 砥用小学校のスクールバスを更新する

　定例会は 3月 7日（火）から10日（金）までの 4日間の会期で開催された。
　今回提案された町長提出の案件は、条例10件、補正予算関係 6件、当初予算関係
7件、その他12件など35件。審議の上、全議案可決・同意した。
　一般質問には、 5人の議員が登壇し活発な議論が交わされた。

　新型コロナウイルス感染症の発生から3年が経過する中、町の施策として「物価高騰対策」「子育
て支援」「マイナンバーカード取得促進」など、住民生活を重点におき、取り組んできました。
　本年度は、水道未普及地域の安全な水道水の供給に向けた取り組みと共に「保育料の完全無償化」
「小中学校給食費の半額補助」「町独自に行う出産子育て応援給付金の上乗せ・拡充」など、美里町で
安心して子どもを産み、安心して子育てができるよう取り組んでまいります。
　第2次振興計画で示す施策を着実にすすめ「オール美里」で町民一人ひとりが幸せに暮らせる町づ
くりを進めてまいります。

令和 5年度当初予算
区　　　分 令和5年度 令和4年度 比較増減

一　般　会　計 69億4700万円 70億5500万円 ▲１億800万円

特
別
会
計

国民健康保険 14億3644万円 14億2184万円 1460万円
土地取得 2000円 2000円 0
介護保険 20億5700万円 20億5202万円 498万円
生活排水 2億0605万円 1億8923万円 1682万円
後期高齢者医療 1億8310万円 1億7890万円 420万円
簡易水道事業 3億3064万円 1億8843万円 １億4221万円

一般会計当初予算の特徴
　令和 5年度の一般会計当初予算は、69億4700万円で昨年と比較すると、1億800万円の減額となった。
歳入では、新型コロナウイルス感染症対応の交付金等の削減により、国庫補助金が減額となった。自主財
源比率も20.8％と低い水準のままである。歳出では、町営住宅改修工事等の費用が減り減額となった。

町長の施政方針概要

●主な事業
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3 きらり 第17号
美里町議会だより

令
和
5
年
第
1
回
定
例
会

〈
質
疑
〉

● 

令
和
5
年
度
一
般
会
計
予
算

【
福
田
議
員
】
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
里

づ
く
り
事
業
は
、
高
齢
者
の
認
知
症
予

防
や
こ
ど
も
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど

に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
も
っ

と
取
り
組
み
を
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

【
谷
口
福
祉
課
長
】
4
年
度
は
9
地
区

で
取
り
組
ん
だ
。
5
年
度
は
15
地
区
に

増
や
し
た
い
。

【
上
田
町
長
】
高
齢
者
へ
の
取
り
組
み

は
町
独
自
の
も
の
。
認
知
症
予
防
の
取

り
組
み
と
し
て
検
証
し
結
果
を
出
し
た

い
。

【
今
田
議
員
】
文
書
管
理
及
び
庶
務
事

務
・
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

の
内
容
を
問
う
。

【
坂
村
総
務
課
長
】
現
行
の
紙
媒
体
で

の
文
書
管
理
を
一
部
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

し
て
、
押
印
せ
ず
に
電
子
決
裁
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。
ま
た
庶
務
事
務
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
年
休
取
得
や
時
間
外

勤
務
届
関
係
の
事
務
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。

【
今
田
議
員
】
防
犯
灯
設
置
工
事
の
予

定
地
は
。

【
坂
村
総
務
課
長
】
国
道
4
4
3
号
線

の
中
か
ら
椿
地
区
ま
で
、
5
基
。
国
道

2
1
8
号
線
の
南
栄
木
材
か
ら
、
ゆ
き

ぞ
の
学
園
ま
で
の
付
近
に
10
基
を
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。

【
平
野
議
員
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
率
が
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
推
進
交
付
金
」
交
付
に
何
ら
か

の
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。

【
坂
村
総
務
課
長
】
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
事

業
に
対
し
て
半
額
が
補
助
さ
れ
る
も
の

で
、
今
回
の
交
付
金
に
影
響
は
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
上
位

1
／
3
の
自
治
体
に
は
、
普
通
交
付
税

が
割
り
増
し
で
交
付
さ
れ
る
が
、
美
里

町
は
上
位
1
／
3
に
入
っ
て
い
な
い
。

【
平
野
議
員
】
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
事
業
が
始
ま
る
が
、
証
明
書
受
け

取
り
時
の
手
数
料
は
設
定
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
交
付
時
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
な
の
か
。

【
松
永
住
民
課
長
】
手
数
料
に
つ
い
て

は
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。
証
明
書
等
を

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
受
け
る
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
あ
る
。

【
平
野
議
員
】
小
中
学
校
の
給
食
費
に

対
す
る
補
助
が
全
額
で
は
な
く
半
額

（
1
2
、
1
3
1
千
円
）
に
な
っ
た
経

緯
は
。

【
上
田
町
長
】
令
和
5
年
度
は
物
価
高

騰
対
策
給
食
費
補
助
金
（
4
、
7
1
9

千
円
）
も
計
上
し
て
い
る
。
財
源
の
問

題
も
あ
り
、
先
ず
は
半
額
か
ら
と
い
う

事
で
あ
る
。

【
隈
部
議
員
】
有
安
地
区
旧
工
場
跡
地

調
査
を
、
初
め
に
行
っ
た
解
体
用
地
質

調
査
で
汚
染
土
（
油
）
等
の
物
質
は
確

認
出
来
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
確
認

さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
後
の
工
事
費
を

軽
減
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

【
上
田
町
長
】
前
回
行
っ
た
の
は
建
物

解
体
の
た
め
の
設
計
委
託
で
あ
る
。
今

回
は
更
地
に
し
た
後
、
当
該
用
地
を
売

却
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
敷
地
全
体

の
地
質
調
査
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

● 

有
安
地
区
旧
工
場
跡
地
解
体
請
負
工

事
契
約
の
一
部
変
更

【
福
田
議
員
】
埋
設
廃
棄
物
約
6
5
0

ト
ン
は
、
県
外
で
し
か
処
分
で
き
な
い

も
の
と
県
内
で
も
処
分
で
き
る
も
の
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
松
岡
企
画
情
報
課
長
】
廃
棄
物
の
処

理
に
つ
い
て
は
搬
送
か
ら
処
理
ま
で
区

分
ご
と
に
十
分
積
算
し
て
予
定
額
を
算

出
し
て
い
る
。

● 

美
里
町
企
業
振
興
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
濱
田
議
員
】
企
業
用
地
取
得
奨
励
金

5
、
0
0
0
万
円
の
交
付
制
定
で
あ
る

が
、
農
地
を
含
む
土
地
が
考
え
ら
れ
る

が
、
殆
ど
の
農
地
で
農
振
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
ど
の
様
な
場
所
を
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
上
田
町
長
】
新
年
度
の
予
算
で
、
農

振
を
今
後
し
っ
か
り
見
直
し
て
い
く
た

め
の
委
託
料
を
組
ん
で
い
る
。
い
ろ
ん

な
観
点
か
ら
見
直
し
を
か
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

●令和４年度一般会計補正予算（第13号）
　一般会計の補正（第13号）は、2億7,748万4千円を減額し、総額79億6,817万6千円となった。事業の実績による
減額がほとんどであったが、増額した主な事業は下記のとおり。

主な事業 金額 内容

マイナンバーカード取得促進給付金 700万円 取得を促進するため、１人当たり5,000円を給付

宇城広域連合負担金（清掃施設費） 4,485万円 燃料費高騰等による増額

農地利用効率化等支援交付金 364万円 共同農機具等の導入補助

社会資本整備総合交付金 780万円 道路新設改良費（町道鳥越線外工事請負費）
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4きらり 第17号
美里町議会だより

第
1
回
臨
時
会1

月
26
日（
木
）

1 

　
美
里
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

2 

　
令
和
4
年
度
美
里
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

　

美
里
く
ら
し
応
援
券
発
行
事
業
補
助

金
5
、
0
0
0
円
（
一
人
当
た
り
）

3 

　
町
営
住
宅
八
幡
団
地
改
修
工
事

（
5
・
6
・
7
号
棟
）
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

第
2
回
臨
時
会2

月
20
日（
月
）

1
　
令
和
4
年
度
美
里
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）

　

有
安
地
区
旧
工
場
跡
地
解
体
工
事
2
、

5
0
0
万
円

条
例
の
制
定

● 

美
里
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
直
営
で
の
施
設
管
理
が
で
き
る
よ

う
改
正
し
た
い
た
め
制
定

● 

美
里
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
、「
40

万
8
千
円
」
を
「
48
万
8
千
円
」
に
改

め
る
。

● 
美
里
町
企
業
振
興
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
（
企
業
用
地
取
得
奨
励
金
）
土
地
取

得
価
格
の
1
0
0
分
の
50
（
上
限
5
、

0
0
0
万
円
）
を
交
付
す
る
。

● 

美
里
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

● 

美
里
町
個
人
情
報
保
護
審
議
会
施
行

条
例

● 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

● 

美
里
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

● 

美
里
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

● 

美
里
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
● 

美
里
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

契
約
の
変
更

● 

有
安
地
区
旧
工
業
跡
地
解
体
工
事
請

負
契
約
の
一
部
変
更

　

契
約
金
額
「
9
1
、4
5
0
、7
0
0

円
」
を
「
1
2
4
、2
9
3
、0
0
2

円
」
に
変
更
す
る
。

議
員
発
議
条
例
の
制
定

● 

美
里
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

● 

美
里
町
議
会
の
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
条
例

同
意
案
件

　

美
里
町
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
の
委

員
の
選
任

○
鷲
山　

啓　

氏
（
土
喰
）（
継
続
）

○
上
田
隆
信　

氏
（
三
加
）（
継
続
）

○
松
永
栄
作　

氏
（
土
喰
）（
継
続
）

全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

福
田
秀
憲
議
員

　

27
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
町

議
会
議
員
と
し
て
美
里
町
の
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
福
田
秀
憲

議
員
に
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

整地された有安工場跡地
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5 きらり 第17号
美里町議会だより

教育長

駅伝大会への取り組みは！

各支部が参加しやすいように
要項を協議する 平野　保弘 議員

町政の　　　  が知りたい
　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考えをもとに、町長や教育
長などの方針を問うものです。一人60分以内の時間制限内であれば質問の回数に制限はあ
りません。議会だよりでは、紙面の都合で質問と答弁が要約してあります。
　今回は5人の議員が登壇し町政について問いました。

一 般 質 問 一般質問は 議員の日常活動

ここ 3月
定例会

（
問
）
中
学
校
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
に
向
け
て
の

課
題
と
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
宮
嵜
教
育
長
）
移
行
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と
な
る
の

は
、
先
ず
は
指
導
者
の
確
保
だ
と
思
っ
て
い
る
。
現
在

あ
る
部
活
動
の
種
目
協
会
と
連
携
し
指
導
で
き
る
人
材

の
発
掘
・
育
成
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
の
先
生

方
に
も
地
域
活
動
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
部
員
の
確
保
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
部
活
動

が
な
く
な
る
の
で
町
外
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
加
入
す
る

と
い
う
動
き
に
な
ら
な
い
よ
う
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

生
徒
が
部
活
動
に
入
り
、
そ
の
部
員
が
休
日
に
地
域
移

行
し
て
活
動
す
る
。
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
出
来
る
様
に

保
護
者
へ
周
知
し
て
い
く
。

（
問
）
石
橋
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
の
保
護
と
活
用

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
宮
嵜
教
育
長
）
石
橋
に
つ
い
て
は
、
国
指
定
の
霊
台

橋
・
県
指
定
の
雄
亀
滝
橋
と
も
に
、
整
備
後
は
文
化
財

保
存
検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
を
伺
い
、
地
域
住
民
の

方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
維
持
し
て
い
る
。
他
の

町
指
定
の
石
橋
に
つ
い
て
も
毎
年
劣
化
状
況
な
ど
を
確

認
し
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
清
掃
を
お
願
い
し

維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
周
辺
環
境
を
含
め
た
季
節

ご
と
の
管
理
が
十
分
に
出
来
て
い
な
い
部
分
も
見
受
け

ら
れ
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
町
の

歴
史
や
当
時
の
状
況
を
学
ぶ
教
材
と
し
て
各
小
中
学
校

へ
の
出
前
講
座
で
の
活

用
や
、
歴
史
探
訪
講
座

等
社
会
教
育
の
教
材
と

し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

（
上
田
町
長
）
美
里
町

に
は
石
橋
愛
好
会
が
あ

り
、
石
橋
の
保
存
等
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
雄
亀
滝
橋
が
完

成
し
て
2
0
0
年
を
経

過
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
等

が
出
来
て
い
な
か
っ
た

が
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
為
に
観
光
や
誘

致
に
繋
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
お
持
ち
で
あ
る
。
雄
亀

滝
橋
を
流
れ
る
柏
川
井
手
は
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
に
も

な
っ
て
お
り
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
な
い
か
と

い
う
事
で
令
和
5
年
度
当
初
に
少
額
だ
が
予
算
を
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
土
地
改
良
西
台
地
事
業
部
と
も

協
力
し
て
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

（
問
）「
美
里
町
駅
伝
競
走
大
会
」「
美
里
町
新
春
霊
台

橋
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
宮
嵜
教
育
長
）「
美
里
町
駅
伝
競
走
大
会
」
に
つ
い
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
令
和
2
年

度
か
ら
3
年
間
開
催
で
き
て
い
な
い
状
況
だ
が
、
本
年

度
は
そ
の
影
響
よ
り
も
選
手
の
確
保
が
困
難
で
参
加
で

き
な
い
支
部
が
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
要
因
の
よ
う
だ
。

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
各
支
部
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
選
手
区
分
の
緩
和
や
区
間
数
の
減
、
コ
ー
ス
、
開

催
時
期
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
早
く

各
支
部
に
提
案
し
、
協
議
を
い
た
だ
き
要
項
を
決
定
し

よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
美
里
町
新
春
霊
台
橋
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
外
部
評
価
委
員
会
や
一
部
の
関
係
者

か
ら
、
元
日
の
開
催
が
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
に
な
っ

て
お
り
日
程
変
更
や
内
容
検
討
が
必
要
と
の
意
見
が
あ

る
。
現
状
と
し
て
は
町
外
か
ら
の
参
加
者
が
多
く
町
の

Ｐ
Ｒ
の
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
元
日
開
催
を

望
む
声
が
多
い
。
し
か
し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
走

力
・
体
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
町
民
が
参
加
し
や
す

い
日
程
、
参
加
者
へ
の
お
も
て
な
し
や
走
る
以
外
に
も

美
里
を
満
喫
で
き
る
対
応
を
図
る
と
い
う
事
を
考
え
た

時
、
大
会
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み

も
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
大
会
の

方
向
性
を
模
索
し

て
い
き
た
い
。

●

新
教
育
長
の
教
育
行
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

その他の質問

（問）児童・生徒の
学力向上対策につ
いてこれまでの取
り組みをどのよう
に評価しているか。

（問）中学校の統合
問題についてどの
ように考えている
か。

200年の歴史ある雄亀滝橋
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機構改革で期待される成果とは！

効率化と住民サービスの向上を。
髙田美千子 議員

（
問
）
機
構
改
革
へ
の
期
待
と
町
長
の
意
気

込
み
は
。

（
上
田
町
長
）
業
務
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
令
和
5
年
度

か
ら
10
年
計
画
で
取
り
組
む
中
央
北
地
区
簡

易
水
道
事
業
は
、
総
事
業
費
30
億
円
の
大
事

業
で
あ
る
。
上
下
水
道
課
を
中
央
庁
舎
に
配

置
し
迅
速
・
効
率
的
に
事
業
を
推
進
す
る
。

　

美
し
い
里
創
生
課
は
、
わ
く
わ
く
す
る
企

画
・
観
光
政
策
で
移
住
者
増
、
交
流
人
口
増

を
図
る
。

　

森
づ
く
り
推
進
課
は
、
美
里
の
山
を
後
世

に
つ
な
ぎ
公
益
的
施
策
を
実
行
す
る
為
に
、

自
伐
型
林
業
の
推
進
に
取
り
組
む
。
1
＋
1

＝
2
で
な
く
3
、
4
に
な
る
よ
う
に
町
の
発

展
に
励
み
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
町
づ
く
り

に
つ
な
げ
た
い
。

（
問
）
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
支
障
に
な
る
よ
う

な
課
題
へ
の
対
策
は
。

（
坂
村
総
務
課
長
）
砥
用
庁
舎
か
ら
中
央
庁

舎
に
移
動
す
る
課
や
係
へ
の
問
い
合
わ
せ
に

は
、
両
庁
舎
を
つ
な
ぐ
「
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
」
を
導
入
し
て
、
直
接
担
当
者
と
話
せ

る
よ
う
に
対
応
す
る
。
各
種
申
請
や
書
類
提

出
は
こ
れ
ま
で
通
り
で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
配
慮

す
る
。

（
問
）
社
協
の
事
務
所
と
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
砥
用
庁
舎
に
移
転
す
る
が
、
相
談

者
が
相
談
に
訪
れ
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

（
坂
村
総
務
課
長
）
砥
用
庁
舎
に
は
2
か
所

の
相
談
室
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
目

を
気
に
せ
ず
個
別
の
相
談
に
利
用
で
き
る
。

必
要
が
あ
れ
ば
、
他
の
会
議
室
で
の
相
談
対

応
も
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
機
構
改
革
に
つ
い
て
、
町
内
全
域
へ

の
周
知
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
坂
村
総
務
課
長
）
広
報
み
さ
と
で
、
課
名

の
変
更
・
各
課
の
配
置
図
・
担
当
業
務
の
内

容
、
と
各
号
で
順
次
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

4
月
以
降
に
町
政
座
談
会
を
実
施
し
詳
し
い

説
明
と
、
意
見
の
聴
取
を
計
画
し
て
い
る
。

課
・
係
の
引
っ
越
し
に
伴
い
防
災
無
線
等
で

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

●

美
里
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

（
問
）
施
設
の
改
修
調
査
結
果
に
基
づ
く
改

修
費
用
は
。

（
谷
口
福
祉
課
長
）
築
後
30
年
を
経
過
し
、

経
年
劣
化
に
よ
る
設
備
の
不
具
合
や
雨
漏
り

が
生
じ
て
い
る
。
大
規
模
改
修
の
場
合
、
費

用
が
約
3
億
7
千
万
円
、
工
期
5
か
月
間
を

要
す
る
見
込
み
。
解
体
・
改
築
の
場
合
、
費

用
が
約
5
億
5
千
万
円
、
工
期
1
年
間
を
要

す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
な
お
、
地
盤
改
良
や

外
構
工
事
費
が
別
途
必
要
と
な
る
。

（
問
）
移
転
後
の
改
修
規
模
と
改
修
計
画
は
。

（
谷
口
福
祉
課
長
）
現
在
、
湯
の
香
苑
で
実

施
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
え
る
よ
う
に
設
備
等
の
改
修

規
模
と
費
用
面
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
な

お
、
多
額
な
費
用
を
か
け
ず
必
要
な
区
域
の

空
調
設
備
や
入
浴
設
備
等
、
最
小
限
度
で
の

改
修
を
検
討
中
で
あ
る
。
令
和
5
年
度
の
早

い
時
期
で
の
改
修
を
目
指
し
た
い
。

（
問
）
様
々
な
活
動
の
拠
点
と
な
る
、
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用

が
出
来
な
い
か
。

（
谷
口
福
祉
課
長
）
町
の
条
例
で
、「
利
用
者

の
範
囲
」
が
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
の

事
業
に
支
障
が
な

け
れ
ば
利
用
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
活
動
の
拠

点
と
し
て
継
続
し

た
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
事
は
困
難
だ

が
、
い
ろ
ん
な
世

代
の
団
体
の
会
合
や
活
動
に
大
集
会
室
や
和

室
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。
事
務
所
移
転
後
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

具
体
的
な
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

●

美
し
い
里
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

（
問
）
国
道
や
幹
線
道
路
沿
い
の
不
法
投
棄

の
ご
み
対
策
に
、
町
は
ど
う
取
り
組
ま
れ
て

い
る
か
。

（
安
達
水
道
衛
生
課
長
）
重
点
ポ
イ
ン
ト
を

週
に
一
回
、
職
員
が
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
お
り
、
緊
急
的
に
道
路
の
ご
み
拾
い
も
実

施
し
て
い
る
。

（
問
）
定
期
的
に
町
内
一
斉
ゴ
ミ
拾
い
美
化

作
業
や
ゴ
ミ
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
は

出
来
な
い
か
。

（
安
達
水
道
衛
生
課
長
）
町
内
一
斉
の
ご
み

拾
い
美
化
作
業
と
し
て
、
4
月
29
日
の
「
緑

川
の
日
一
斉
清
掃
」。
6
月
の
第
一
日
曜
日

の
「
環
境
美
化
行
動
の
日
」
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
年
2
回
だ
け
で
な
く
、
楽
し
く

参
加
し
や
す
い
企
画
を
検
討
し
た
い
。
又
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ゴ
ミ
拾
い
を
さ
れ
る
方
に

は
ゴ
ミ
袋
の
提
供
と
、
集
め
た
ご
み
の
処
理

費
用
の
減
免
等
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
活
動
の
継
続
を
図
り
環
境
美
化
に
取
り
組

む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
つ
な
い
で
い
き

た
い
。

●

町
の
機
構
改
革
に
つ
い
て

町長

改修が必要な美里町老人福地センター

その他の質問

◎美里町老人福祉センターにつ
いて

・地域に開放する等の今後の活
用の構想は。

・防災面の安全の確保をどうさ
れるのか。

◎美しい里の環境整備について
・道の里親活動の現在は。
・ポイ捨て禁止条例や監視カメ
ラ、看板設置などの対策があ
るが、美里町におけるポイ捨
て予防策は。
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町長

●

今
後
の
消
防
団
運
営
に
つ
い
て

（
問
）
令
和
4
年
度
の
団
員
数
は
ど
う
推
移

し
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
令
和
4
年
度
は
2
8
9
名
で

2
名
増
と
な
っ
た
が
令
和
5
年
度
は
2
7
0

名
と
な
り
減
少
傾
向
で
あ
る
。

（
問
）
機
能
別
分
団
（
団
編
成
）
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

（
町
長
）
団
員
減
少
に
伴
い
分
団
に
よ
っ
て

は
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
承

知
し
て
い
る
。
意
見
を
聞
き
な
が
ら
方
向
性

を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
子
ど
も
達
へ
の
防
災
教
育
の
現
状
は
。

（
教
育
長
）
小
中
学
校
で
は
地
震
避
難
訓
練
、

豪
雨
災
害
、
火
災
避
難
訓
練
を
毎
年
2
回
か

ら
4
回
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
保
護
者
に
も

参
加
頂
き
避
難
経
路
の
確
認
等
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
防
災
に
つ
い
て
の
学
習
は
文
科
省

か
ら
の
資
料
を
始
め
県
が
作
成
し
た
熊
本
地

震
を
基
に
し
た
手
引
き
を
活
用
し
行
わ
れ
て

い
る
。

（
問
）
地
域
に
根
付
い
て
い
る
消
防
団
と
の

合
同
訓
練
は
で
き
な
い
か
。

（
教
育
長
）
す
べ
て
の
学
校
か
ら
地
域
と
連

携
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
い
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
今
後
関
係
機
関
と
連
携
し
て
実
施

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
幼
年
消
防

（
幼
稚
園
・
保
育
園
）
に
お
い
て
も
正
式
会

員
に
な
る
こ
と
で
助
成
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
防
災
教
育
の
推
進
に
資
す
る
も
の
と
考

え
る
。
今
後
も
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●

自
主
防
災
組
織
の
活
動
と
防
災
士
の
資
格
取
得
状
況
に
つ
い
て

（
問
）
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況
は
。

（
総
務
課
長
）
令
和
4
年
度
ま
で
に
61
組
が

設
立
済
で
あ
る
。
今
後
町
の
基
本
計
画
の
目

標
値
で
あ
る
86
組
を
目
指
し
て
い
く
。
活
動

と
し
て
は
災
害
発
生
時
の
避
難
方
法
や
地
区

住
民
の
安
否
情
報
把
握
の
た
め
の
取
り
組
み

も
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
地
区
に
お
か
れ

た
様
々
な
条
件
や
事
情
に
よ
り
活
動
の
停
滞

が
み
ら
れ
る
組
織
も
あ
る
。
今
後
町
の
訓
練

等
に
参
加
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
防
災
士
の
資
格
取
得
と
要
請
状
況
は
。

（
総
務
課
長
）
現
在
の
資
格
取
得
者
は
17
名

で
あ
る
。
要
請
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
資
格

取
得
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
補
助
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
意
見
交
換
や
勉
強

会
を
実
施
し
活
発
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

●

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

（
問
）
令
和
4
年
度
の
捕
獲
数
と
被
害
状
況
は
。

（
西
寺
経
済
課
長
）
令
和
4
年
度
の
捕
獲
実

績
は
2
月
10
日
時
点
で
イ
ノ
シ
シ
8
8
9
頭
、

シ
カ
4
6
1
頭
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
被
害

面
積
は
令
和
3
年
度
の
実
績
と
し
て
被
害
面

積
1
・
8
ha
で
被
害
金
額
は
3
7
5
万
円
で

目
標
値
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
令
和
4
年
度

は
捕
獲
数
が
多
く
、
継
続
し
て
防
除
に
努
め

て
い
き
た
い
。

（
問
）
被
害
防
止
対
策
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

（
西
寺
経
済
課
長
）
町
で
は
平
成
21
年
に

「
美
里
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
」
を

設
置
し
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。
今
後
も
集
落
で
の
話
し
合
い
を

通
し
て
点
検
の
実
施
や
マ
ッ
プ
を
作
成
し
対

策
の
「
見
え
る
化
」
を
図
り
有
害
獣
が
住
み

に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

る
。

（
問
）
被
害
防
止
対
策
に
町
が
助
成
し
て
い

る
内
容
は
。

（
西
寺
経
済
課
長
）
町
の
単
独
補
助
に
つ
い

て
は
農
地
に
設
置
す
る
「
侵
入
防
止
柵
」
や

「
捕
獲
罠
」
の
購
入
費
や
狩
猟
免
許
取
得
の

た
め
の
費
用
に
つ
い
て
交
付
要
綱
に
基
づ
い

て
交
付
し
て
い
る
。
令
和
5
年
度
に
お
い
て

は
生
息
域
の
拡
大
に
よ
り
更
に
深
刻
化
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
補
助
率
を
2
分
の
1
に
嵩
上

げ
し
捕
獲
罠
の
上
限
額
を
1
基
に
つ
き
5
万

円
と
す
る
こ
と
で
予
算
を
計
上
し
た
。

（
問
）
捕
獲
に
よ
り
報
奨
金
が
支
払
わ
れ
て

い
る
が
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

（
西
寺
経
済
課
長
）
そ
れ
ぞ
れ
1
頭
当
た
り

の
単
価
は
イ
ノ
シ
シ
が
親
、
子
と
も
に
1
万

円
で
シ
カ
に
つ
い
て
も
1
万
円
を
交
付
し
て

い
る
。
シ
カ
に
つ
い
て
は
成
獣
の
み
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
幼
獣
に
対
し
て
は
交
付
し
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
捕
獲
数
が
多

い
こ
と
か
ら
今
後
幼
獣
に
対
し
て
も
検
討
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
問
）
捕
獲
対
象
鳥
獣
の
食
品
と
し
て
の
利

用
は
。

（
町
長
）
現
在
美
里
町
を
含
む
18
市
町
村
で

御
船
町
の
食
肉
加
工
工
場
内
に
大
型
の
ジ
ビ

エ
処
理
施
設
建
設
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
課
題
が
多
く
具
体
的
な
時

期
や
建
設
の
有
無
ま
で
進
ん
で
い
な
い
。
搬

入
体
制
や
捕
獲
者
に
よ
る
直
接
の
持
ち
込
み

が
困
難
で
あ
る
の
と
猟
友
会
等
で
保
冷
車
の

管
理
が
出
来
な
い
な
ど
の
理
由
が
あ
る
。
山

都
町
で
は
加
工
処
理
施
設
を
平
成
29
年
か
ら

稼
働
し
て
い
る
が
捕
獲
頭
数
か
ら
す
る
と
ジ

ビ
エ
と
し
て
活
用
で
き
る
の
は
1
割
程
度
で

あ
り
処
分
に
つ
い
て
も
個
人
に
任
せ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
必
要
と
の
認
識
は
あ
る
が
苦

慮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
今
後
も
検
討
は
し

て
い
き
た
い
。

消防団員の減少に対する対策は

吉住　淳一 議員

団員の意見を取り入れ検討していく

放水競技（原町）
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（
問
）
人
口
減
少
が
続
く
中
、
5
年
後
、
10

年
後
の
町
政
に
向
け
ど
の
よ
う
に
導
か
れ
る

の
か
。

（
上
田
町
長
）
第
2
次
振
興
計
画
を
軸
に
調

整
を
進
め
る
。
協
働
の
町
づ
く
り
、
健
康
福

祉
の
町
づ
く
り
、
教
育
文
化
の
町
づ
く
り
、

農
業
観
光
の
町
づ
く
り
、
住
み
良
く
快
適
な

町
づ
く
り
の
5
つ
を
基
本
目
標
に
将
来
像
で

あ
る
「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
私
た
ち

の
ま
ち
、
や
さ
し
さ
と
対
話
の
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
す
。

（
問
）
今
後
の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

（
上
田
町
長
）
町
で
も
子
育
て
支
援
政
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
新
年
度
予
算
案
に
て

新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
3
つ
の
提
案

を
す
る
。

①
0
〜
2
歳
児
の
保
育
料
の
無
償
化
を
提
案
。

幼
児
教
育
、
保
育
の
完
全
無
償
化
と
な
る
。

②
現
在
給
付
さ
れ
て
い
る
、
出
産
応
援
給
付

金
、
子
育
て
応
援
給
付
金
に
加
え
、
町
独
自

で
そ
れ
ぞ
れ
2
・
5
万
円
を
追
加
給
付
す
る
。

出
産
直
後
か
ら
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
。

③
小
中
学
校
給
食
費
の
半
額
補
助
。
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

　

引
き
続
き
、
美
里
町
で
子
育
て
し
た
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
、
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

（
問
）「
美
里
町
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の

活
用
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
中
川
健
康
保
険
課
長
）「
美
里
町
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
前
か
ら
18
歳
の
期
間
に
お
い
て
子
育

て
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
、
子
育
て
に
関
す
る

支
援
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
子
育

て
支
援
を
担
う
関
係
課
が
所
管
す
る
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
1
冊
に
集
約
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
こ
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
妊
娠
届
出
に
来
ら
れ
た
保
護
者
の

方
へ
配
布
し
、
町
の
子
育
て
支
援
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
内
容
を
紹
介
し
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

（
問
）
条
例
改
正
等
で
変
更
が
生
じ
た
場
合
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
年
度
ご
と
に
変
更
さ
れ
て

い
る
の
か
。

（
中
川
健
康
保
険
課
長
）
国
の
子
育
て
支
援

に
関
す
る
制
度
改
正
が
毎
年
さ
れ
て
お
り
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
変
更
作
成
は
進
ん
で
い
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
記
載
の
な
い
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
途
チ
ラ
シ
を
作
成
し
配
布
し
て
い
る
。
な

お
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発
信
に

努
め
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の

整
備
に
努
め
た
い
。

（
問
）
住
環
境
整
備
に
お
い
て
、
町
営
住
宅

の
建
て
替
え
並
び
に
若
者
向
き
の
住
宅
を
Ｐ

Ｐ
Ｐ
事
業
ま
た
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
対
応
で
き

な
い
か
。

（
上
田
町
長
）
対
応
年
数
を
経
過
し
た
団
地

の
活
用
方
法
と
し
て
、
長
寿
命
化
を
図
る
修

繕
や
統
合
建
替
え
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
の
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
今
後
計

画
し
て
行
き
た
い
。

　

併
せ
て
、
若
者
世
代
の
定
住
や
移
住
者
の

受
け
入
れ
先
と
し
て
、「
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
整
備
事
業
」
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
Ｐ

Ｐ
Ｐ
事
業
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導
入
も
検
討
し

て
行
き
た
い
。

（
問
）企
業
誘
致
に
つ
い
て
町
長
の
お
考
え
は
。

（
上
田
町
長
）
企
業
誘
致
は
、
人
口
減
少
対

策
の
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て

い
る
。

　

美
里
町
に
は
す
ぐ
に
用
意
で
き
る
「
有
安

地
区
産
業
用
地
」
が
あ
り
、
候
補
の
一
つ
に

充
分
な
り
得
る
と
期
待
し
て
い
る
。
企
業
誘

致
の
呼
び
水
と
な
る
、
優
遇
措
置
と
し
て
美

里
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の
改
正
を
上
程
し
、

さ
ら
に
農
振
除
外
の
要
件
緩
和
に
つ
い
て
も

県
に
要
望
し
て
行
く
。
引
き
続
き
様
々
な
策

を
考
え
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
。

（
問
）
学
校
統
合
に
つ
い
て
の
再
検
討
は
な

さ
れ
な
い
の
か
。

（
上
田
町
長
）
近
年
の
出
生
数
を
見
る
と
、

将
来
の
学
校
運
営
並
び
に
授
業
の
在
り
方
に

大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
を
危
惧
し
て

い
る
。
学
校
は
子
ど
も
と
同
様
地
域
の
宝
で

あ
り
、
そ
の
現
状
を
変
更
す
る
に
は
地
域
の

理
解
が
重
要
で
あ
る
。
条
件
を
設
け
ず
に
、

ま
っ
さ
ら
の
状
態
で
児
童
生
徒
、
保
護
者
の

方
々
あ
る
い
は
、
今
後
保
護
者
に
な
ら
れ
る

方
々
の
話
を
し
っ
か
り
聞
か
せ
て
頂
き
、
そ

の
上
で
ど
の
方
向
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

良
い
の
か
、
多
く
の
方
々
を
巻
き
込
み
な
が

ら
慎
重
に
進
め
て
行
く
。

町長 幼児教育・保育の完全無償化を実現

子育て支援の充実を！

今田　政行 議員

●

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

その他の質問

◎農業振興について
①遊休農地防止の観点か
ら農業経営を営む法人
組織の組織づくりは出
来ないか。（集落営農
含む）

②農業を職業としての移
住定住の実績はあるか。

③米価下落の中、農家所
得が減少しているが、
水稲共済掛金・収入保
険掛金への助成は出来
ないか。

町の子育てガイドブック
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（
問
）
今
年
度
の
施
策
の
重
点
は
何
か
。

（
上
田
町
長
）
①
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消

に
向
け
た
上
水
道
の
整
備　

②
町
独
自
で

0
〜
2
歳
児
の
保
育
の
無
償
化
に
よ
る
保
育

料
の
完
全
無
償
化　

③
小
中
学
校
給
食
費
の

半
額
補
助　

④
国
の
「
出
産
、
子
育
て
応
援

給
付
金
」
に
町
独
自
で
2
5
0
0
0
円
上
乗

せ　

⑤
公
金
の
支
払
い
専
用
の
機
械
、
公
金

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
の
導
入　

⑥
コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明
書
の
交
付
な
ど

を
重
点
に
従
来
の
「
物
価
高
騰
対
策
」「
子

育
て
支
援
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

促
進
」
に
加
え
て
進
め
て
い
く

（
問
）地
方
財
政
計
画
の
収
支
の
特
徴
は
何
か
。

（
坂
村
総
務
課
長
）
地
方
交
付
税
は
前
年
度

比
7
3
、0
0
0
千
円
増
の
33
億
9
9
4
万

円
。
逆
に
臨
時
財
政
対
策
債
は
前
年
度
比

7
2
、1
4
7
千
円
減
の
2
3
8
5
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
「
地
域

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」「
脱
炭
素
化
の
推

進
」「
物
価
高
騰
へ
の
対
応
」
等
14
項
目
が

重
点
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
域

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

利
活
用
特
別
分
と
し
て
5
0
0
億
円
増
額
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
又
地
域
の
脱
炭
素

化
に
つ
い
て
は
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
の
実
現
に
向
け
て
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
電
気
自
動
車
の
導
入
等
公

共
施
設
等
の
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
を
計
画

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
「
脱
炭
素
化
推
進
事

業
費
」
を
創
設
。
3
つ
目
の
「
物
価
高
騰
対

策
」
は
公
共
施
設
等
の
光
熱
費
の
高
騰
を
踏

ま
え
一
般
行
政
経
費
に
7
0
0
億
円
増
額
す

る
。

（
問
）自
伐
型
林
業
の
今
年
度
の
重
点
は
何
か
。

（
髙
田
林
務
観
光
課
長
）
自
伐
型
林
業
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
継
続
し
、
芳
の
谷
町
有

林
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
じ
め
林
業
関
係

の
研
修
場
と
し
て
活
用
し
次
世
代
へ
繋
が
る

よ
う
取
り
組
む
。
ま
た
森
林
環
境
譲
与
税
の

配
分
率
の
見
直
し
も
進
め
る
。

●
 

D
X
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

計
画
に
つ
い
て

（
問
）
地
方
創
生
推
進
費
は
ど
う
使
う
の
か
。

（
坂
村
総
務
課
長
）
平
成
28
年
度
よ
り
産
業

連
携
の
推
進
事
業
に
活
用
し
て
お
り
、
令
和

2
年
度
か
ら
は
「「
恋
人
の
聖
地
」
観
光
誘

客
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
」、
令
和

4
年
度
か
ら
は
「
緑
川
を
中
心
に
地
域
資
源

を
活
か
し
た
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」、

今
年
度
も
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
展
さ

せ
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

（
問
）
町
の
Ｄ
Ｘ
計
画
の
重
点
と
推
進
体
制

は
ど
う
な
る
か
。

（
坂
村
総
務
課
長
）
こ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の

基
本
方
針
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」「
地
域
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
」「
行
政
内
部
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
」
の
3
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

1
に
つ
い
て
、
①
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
導
入　

②
問
い
合
わ
せ
対
応
の
デ

ジ
タ
ル
化　

③
テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ
ム
の
導

入　

2
に
つ
い
て
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習

会
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
引
き
続
き

実
施　

3
に
つ
い
て
業
務
効
率
化
に
つ
な
が

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
。

　

推
進
体
制
と
し
て
は
町
長
等
3
役
管
理
職

で
構
成
さ
れ
る
「
美
里
町
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
会

議
」
を
置
き
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
、
専
門
的
知
見
を
も
つ
外
部
人
材
の

活
用
や
内
部
人
材
育
成
も
強
化
し
て
い
く
。

（
問
）
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
は
ど
の

よ
う
な
事
業
に
な
る
か
。

（
坂
村
総
務
課
長
）「
地
域
デ
ジ
タ
ル
」
の
推

進
事
業
を
推
進
す
る
。

子育て支援強化、給食費半額補助

今年度予算の重点は

坂田　竜義 議員

●

新
年
度
の
町
予
算
に
つ
い
て

町長

その他の質問

◎ GX（グリーントランスフォーメー
ション）計画について

（問） 町の GX 計画はどう策定するの
か。何に重点を置くのか。

（問）脱炭素化推進事業費の使途は。
◎地方財政計画のその他の重点項目に
ついて

（問） 公共施設の光熱費の増の見込み
と対策はどうか。

（問） 緊急防災、減災事業（対象事業
の追加等）の計画は。

（問） 地域のデジタルグリーン化など
の人材育成はどうなるか。

ペーパーレス研修会
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【
福
祉
課
】
介
護
基
盤
緊
急

整
備
特
別
対
策
事
業
補
助
金

4
7
1
8
万
円　

地
域
福
祉

計
画
等
策
定
業
務
委
託
料

7
2
6
万
円　

障
が
い
者
基

本
計
画
等
策
定
業
務
委
託
料

5
8
3
万
円　

出
産
子
育
て

応
援
給
付
金　

3
7
5
万
円

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

児
童
手
当
、
障
が
い
者
団
体

補
助
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を

行
う
。

【
健
康
保
険
課
】
繰
出
金

（
国
民
健
康
保
険
）
1
億 

7
6
1
万
円　

後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
療
養
給
付
費

負
担
金
等
2
億
2
5
0
4
万

円
、
繰
出
金
（
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
）
7
2
9
4

万
円　

子
ど
も
医
療
費
扶
助

2
3
3
5
万
円　

予
防
接
種

委
託
料
等
2
5
1
0
万
円
等

に
つ
い
て
説
明
。

【
経
済
課
】
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金　

8
2
5 

5
万
円　

鳥
獣
被
害
防
止
対

策
関
係
1
6
0
0
万
円　

農

業
用
機
械
導
入
補
助
金
1 

3
0
0
万
円　

農
地
等
整
備

1
2
0
0
万
円　

萱
野
揚
水

機
場
改
修
2
0
0
0
万
円　

農
業
農
村
整
備
事
業
3
4
5 

0
万
円　

多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
2
5
9
9
万
円
な
ど
。

【
林
務
観
光
課
】
自
伐
型
林

業
推
進
業
務
委
託
料　

3
1
9
万
円　

林
業
調
査
業

務
委
託
料
1
0
5
5
万
円　

町
有
林
造
成
事
業
5
4
5
万

円　

除
間
伐
推
進
事
業
費

1
0
5
6
万
円　

林
道
開
設

工
事
1
7
0
0
万
円
な
ど
。

【
建
設
課
】
町
道
維
持
工
事

　

3
4
0
0
万
円　

舗
装
補

修
工
事
3
1
0
0
万
円　

社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
（
通
学
路
対
策
）
3
9
0 

0
万
円　

単
独
改
良
事
業

3
7
0
0
万
円　

工
事
請
負

費
1
億
6
5
5
0
万
円　

公

有
財
産
購
入
費
1
2
9
6
万

円　

保
障
補
填
、
賠
償
金

2
1
4
8
万
円　

道
路
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
委
託
料
6 

4
0
0
万
円　

道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
工
事
費
6
1
0
0
万

円　

町
営
住
宅
改
修
費
5 

０
０
万
円　

災
害
工
事
土
捨

て
場
関
連
費
2
5
0
0
万
円

な
ど
。

【
現
地
調
査
】

1
町
道
三
本
松
千
間
線
災
害

復
旧
工
事
（
山
出
地
内
）、

夏
水
水
路
災
害
応
急
本
工
事

（
山
出
地
内
）

2
霊
台
橋
歩
道
（
霊
台
公
園

含
）

3
坂
貫
用
水
路
整
備
工
事

委員長　濱田憲治　　副委員長　福田秀憲
委　員　上田　孝　 吉住淳一　 村﨑公一

委員長　坂田竜義　　副委員長　髙田美千子
委　員　今田政行　　隈部　寛　　平野保弘

【
総
務
課
】

「
歳
入
」

・「
地
方
交
付
税
」
令
和
5
年
度

の
歳
入
予
算
の
約
半
分
の
を
占
め

て
い
る

・「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
推
進
交
付
金
」
両
庁
の
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
機
器
・
公
金
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ミ
セ
ル
フ
・
コ

ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
へ
の
充
当

【
企
画
情
報
課
】

「
歳
出
」

・「
有
安
地
区
旧
工
場
跡
地
調
査

業
務
委
託
料
」
解
体
後
の
土
壌
調

査1
7
0
カ
所
の
地
点
調
査
を
実
施

【
税
務
課
】

・
町
税
の
収
納
、
町
民
税
98
％
、

軽
自
動
車
税
98
・
5
％
、
滞
納
繰

越
分
30
％
で
計
上

【
住
民
課
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

率
、
2
月
末
で
県
下
30
位
の
62
・

81
％

【
会
計
課
】

「
歳
出
」

・「
公
金
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
購
入
費
」

及
び
「
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
購
入

費
」
機
器
の
導
入

【
学
校
教
育
課
】

「
歳
出
」

・「
未
来
を
創
る
ふ
る
さ
と
教
育

事
業
委
託
料
」
新
規
事
業

テ
レ
ビ
局
と
連
携
し
中
学
生
が
町

の
C
M
づ
く
り
（
30
秒
）
を
通

し
て
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
実
感
す

る
事
業

・「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費
」
1

台
を
新
規
に
購
入
予
定

・「
修
繕
料
（
中
央
中
・
学
校
教

育
係
）」
地
域
に
開
か
れ
た
図
書

室
に
す
る
。
2
階
に
あ
る
図
書
室

を
1
階
に
移
し
、
中
庭
の
花
壇
を

撤
去
し
駐
車
場
の
整
備

【
社
会
教
育
課
】

「
歳
出
」

・「
霊
台
橋
保
存
工
事
記
録
写
真

デ
ジ
タ
ル
化
」
昭
和
53
年
〜
55
年

に
行
わ
れ
た
霊
台
橋
の
調
査
工
事

及
び
保
存
修
理
工
事
に
お
い
て
撮

影
さ
れ
た
当
時
の
記
録
写
真
を
工

事
関
係
者
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の

を
後
世
に
残
す
た
め
に
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
事
業

【
現
地
調
査
】

○
中
央
公
民
館
「
中
央
公
民
館
駐

車
場
舗
装
工
事
」
令
和
5
年
度
事

業○
緑
川
ダ
ム
「
熊
本
県
企
業
局
緑

川
発
電
所
」
※
県
支
出
金

発
電
設
備
の
更
新
に
よ
り
、
発
電

量
の
増
加
で
『
熊
本
県
企
業
局
水

力
発
電
所
地
元
振
興
支
援
事
業
交

付
金
』
の
増
額
も
検
討
さ
れ
て
い

る
（
学
校
給
食
費
に
充
当
予
定
）

○
砥
用
中
学
校
「
砥
用
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
防
球
ネ
ッ
ト
修
繕
」
令

和
5
年
度
事
業

○
中
央
小
学
校
「
中
央
小
学
校
給

水
装
置
取
替
工
事
」
令
和
5
年
度

事
業

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

委員会活動報告
令和５年度一般会計当初予算を審議

委員会及び現地調査（3月９日）

設置予定の公金ステーション

復旧工事現場（山出）
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❶少子高齢化対策について
Q
・子供の数が減少している。独身者の結婚の奨励縁結
びの計画に工夫がほしい。

・結婚後、町内に住んでもらえるように、住宅の助成
金や補助金の待遇を考えてほしい。

・若い人向けの町営住宅がほしい。
・子育て中の母親が合間に仕事ができる体制はとれな
いか。

・民間の力を活用して、住宅建設を促進したらどう
か？
A
・広域連合で婚活相談やイベントを実施している。
・若い人の出会いの場が少ない。出会いの場として体
験型のイベントの実施を。

・対策として、住む場所や仕事を考える必要がある。
・近隣の町では若い人向け住宅が建ち若者の定住が増
えている。派遣労働者の待遇改善・結婚できる賃金
など、包括的な対策を。

・住宅建設には農振地域の問題が絡む。令和６年度は
農業振興地域の見直しがある。

❷空き家対策
Q
・空き家が益々増加している。子どもたちは県外に出
てゆきふるさとの家は放置されている。行政と民間
が一体となり解決ができるか？
A
・空き家を更地にすると固定資産税が上がるなどによ
り、解体をためらう人が多い。

・税、セメント解体費用などの環境整備が必要となる。

❸耕作放棄地問題
Q
・放棄地が増加して、保育園の近くでも猪が出没する。
行政と民間の協力で少しでも問題解決できるか。
A
・放棄地をなくすには、受け皿となる組織体を作って
いく必要がある。

・週末の農業手伝いも、放棄地の解消に役立つのでは

ないか。
・この４月から、農地法の改正で自由に農地が買える
ようになる。

❹企業誘致について
Q
・菊陽町の企業進出のニュースの様に、美里町にも工
業団地を作るなど早急な対策が必要だ！
A
・議会は、執行部と一緒になって誘致に努力する。
・美里町は熊本市内にも近く良好な立地条件である。

❺移住・定住・地域問題について
Q
・美里町は、熊本市内に近いという良好な立地条件に
ある。田舎暮らしをしたい移住者もあると思う。

　上下水道の整備を急いでほしい。
A
・都会から田舎暮らしを希望して移住する人もある。
まず、上下水道の整備を急がなくてはならない。

・移住・定住してもらうには生活基盤を確保する必要
がある。農業関係では、法人組織を作ってそこで研
修してもらい、そこから自立していく仕組み作りが
必要である。

・町と JAがタイアップして農業公社を作るのはどう
か。

・移住・定住者の方には地域の決まり事を理解しても
らうことが大事になる。

・移住・定住者の受け入れには諸保険料が重荷になる。
・保育料の無料化、給食費の半額補助などしっかりＰ
Ｒすることも大事である。

・子育ての取り組みを、町のホームページで一覧にし
て一目でわかるようにする。

・窓口に、空き家対策・耕作放棄地対策・人口減少対
策など町の状況を十分把握して対応できる人材が欲
しい。

今後の取り組み

　町内の各種団体等からの要望があれば、議会との
意見交換会を計画していく。

特集 嘱託会との意見交換会開催！！
嘱託会からの質問、意見
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～ みんなの声 ～

　

新
緑
が
濃
く
な
り
良
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
5
年
度
も
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
分
類
も
引
き
下
げ
ら
れ
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
元
の
姿
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
3
年
近
い
不
自
由
な
生
活

や
縮
小
や
中
止
さ
れ
た
行
事
等
、
ど
の
様

に
向
き
合
い
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
少
し

心
配
す
る
事
で
も
あ
り
ま
す
。『
新
し
い

景
色
』
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

言
わ
れ
た
フ
レ
ー
ズ
。
野
球
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で

は
『
世
界
一
奪
還
』
の
合
言
葉
。
美
里
町

に
お
い
て
も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
挑
戦
、

チ
ー
ム
美
里
で
『
美
里
・
新
時
代
』
を
皆

さ
ん
と
と
も
に
歩
む
議
会
を
目
指
し
今
後

も
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
濱
田
）
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出
会
い
と
絆
に
感
謝

　

私
は
、
甲
佐
岳
山
麓
に
生
ま

れ
育
ち
生
き
て
、
や
が
て
一
世

紀
に
な
り
ま
す
。
こ
の
３
月
に

白
寿
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
と
時
は

流
れ
、
高
度
成
長
期
、
列
島
改

造
と
国
の
政
策
に
よ
っ
て
暮
ら

し
に
も
多
く
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
、
婦
人
会
が

主
に
な
り
町
に
陳
情
し
て
川
越

保
育
園
が
開
園
し
３
歳
児
か
ら

の
保
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
僻

地
な
ら
で
は
の
園
外
保
育
で
は
、

住
み
込
み
の
保
母
さ
ん
と
園
児

た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
野
山
を

走
り
回
り
歌
う
姿
が
嬉
し
か
っ

た
も
の
で
す
。
今
も
、
良
い
保

育
が
出
来
た
こ
と
を
感
謝
し
自

負
す
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。
彼

ら
も
今
や
子
や
孫
が
お
り
、
中

学
校
長
と
な
っ
た
園
児
も
あ
り

賢
さ
よ
り
も
優
し
く
思
い
や
り

の
あ
る
人
に
育
つ
教
育
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

や
が
て
老
人
福
祉
の
時
代
と

な
り
、
私
は
家
庭
奉
仕
員
と
し

て
寝
た
き
り
の
方
の
介
助
に
保

健
師
さ
ん
と
一
緒
に
訪
問
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
奉
仕
員
は

３
名
い
ま
し
た
が
、
自
転
車
で

全
村
を
回
り
家
族
の
方
と
も
親

し
く
な
り
楽
し
い
奉
仕
員
時
代

で
し
た
。
多
く
の
人
と
出
会
い
、

楽
し
み
も
悲
し
み
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　

80
歳
か
ら
大
正
琴
を
習
い
琴

の
響
き
に
癒
さ
れ
、
文
化
祭
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
現
在
は
週

に
一
度
の
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
一
番
の
楽
し
み
で
、
仲
間
と

俳
句
つ
く
り
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

少
子
化
時
代
に
な
り
、
学
童

の
姿
も
見
か
け
な
い
山
里
は
寂

し
い
春
で
す
。
父
祖
よ
り
の
石

垣
棚
田
は
米
を
作
る
の
も
大
変

な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
若
者

が
住
み
暮
ら
す
町
に
な
る
の
は

い
つ
で
し
ょ
う
か
。

　

小
さ
な
町
が
小
さ
く
て
も
キ

ラ
リ
と
光
る
町
に
な
る
に
は
、

豊
か
な
山
並
み
に
頼
る
ほ
か
な

い
よ
う
に
思
う
こ
の
頃
で
す
。

小こ

堀ぼ
り

ハ
ル
エ
（
川
越
）

文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ

　

平
成
12
年
3
月
を
も
っ
て
定

年
を
迎
え
、
私
は
中
央
町
白
石

野
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

若
い
頃
か
ら
俳
句
に
親
し
ん

で
き
た
私
は
、
家
財
道
具
の
整

理
等
の
多
忙
な
合
間
を
縫
っ
て

「
緑
川
俳
句
会
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
立
ち
上
げ
に
は
、
年

禰
中
学
時
代
の
恩
師
で
あ
り
俳

句
の
同
好
の
仲
間
で
も
あ
る
田

村
三
渓
（
邦
男
）
先
生
の
ご
協

力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
渓
先
生
は
、
砥

用
俳
句
会
・
永
富
俳
句
会
を

も
っ
て
、
私
は
緑
川
俳
句
会
を

も
っ
て
、
町
内
に
俳
句
好
き
の

輪
を
広
め
、「
美
里
町
を
俳
句

の
町
に
！
」
と
い
う
共
通
の
夢

に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
ま
し
た
。

　
「
美
里
町
俳
句
協
会
」
を
結

成
し
町
内
に
分
散
す
る
俳
句
同

好
者
の
絆
を
一
本
化
し
よ
う
と

共
に
頑
張
り
ま
し
た
。
砥
用

ド
ー
ム
で
の
観
月
句
会
を
し
た

の
も
こ
の
頃
で
す
。
し
か
し
、

会
員
の
高
齢
化
な
ど
で
活
動
は

先
細
り
と
な
り
夢
は
果
た
せ
な

い
ま
ま
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
文
化
の
創
造
と
継
承

は
、
町
に
と
っ
て
大
事
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
町

の
文
化
活
動
の
組
織
の
一
つ
で

あ
る
「
野の

生せ

の
会
」
に
も
長
く

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

伝
統
文
化
を
次
代
に
継
承
す
る

事
の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
町
内
の
様
々
な

文
化
財
の
保
護
や
文
化
活
動
の

活
性
化
の
た
め
に
は
、
行
政
の

理
解
と
支
援
が
必
要
で
す
。
文

化
の
薫
り
高
い
ま
ち
作
り
を
期

待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

私
も
八
十
路
な
が
ら
、
ま
だ

ま
だ
持
て
る
力
を
尽
く
し
て

「
美
里
町
俳
句
協
会
」
の
復
活

を
と
願
っ
て
や
ま
な
い
今
日
こ

の
頃
で
す
。

平ひ
ら

川か
わ

　
義よ

し

光み
つ

（
白
石
野
）

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
前
向
き
！
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